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１ はじめに



4１ はじめに

佐賀県教育委員会では、児童生徒の学習状況を把握・分析し、

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる

ことを目的に、佐賀県小・中学校学習状況調査を行っています。

また、全国学力・学習状況調査の結果と一体的に分析する

ことで、各学校における学力向上に向けた検証改善サイクル

の確立につなげています。
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令和７年度
学校における
学力向上の
検証改善サイクル

【令和７年４月１７日】

全国学力・学習状況調査

小６・中３

佐賀県小・中学校学習状況調査

小５・中２

（評価シート）

１ はじめに

検証改善サイクルを
確立・機能させるこ
とにより、児童生徒
の学力向上を図りま
しょう。

・改善に向けた取組
〇 「評価シート」の効果的な活用に
よる改善に向けた取組の徹底



２ 調査結果の概要



7２ 調査結果の概要

年度 県平均正答率 目標値

R７ 52.5 ％ 56.7 ％

R６ 53.0 ％ 56.7 ％

中２数学

《教科全体》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

※目標値･･･学習指導要領に示された内容について、標準的な時間をかけて
学んだ場合、正答できることを期待した児童生徒の割合

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を4.2ポイント下回った。
また、Ｒ６と比べると、目標値との差が大きくなった。

－4.2

－3.7

目標値との差
（県平均正答率－目標値）



8２ 調査結果の概要

《観点別》

中２数学

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

知識・技能

年度 県平均正答率 目標値

R７ 56.0 ％ 59.3 ％

R６ 58.3 ％ 60.4 ％

－3.3

－2.1

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を3.3ポイント下回った。
また、Ｒ６と比べると、目標値との差が大きくなった。



9２ 調査結果の概要

《観点別》

中２数学

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

思考・判断・表現

年度 県平均正答率 目標値

R７ 45.5 ％ 51.5 ％

R６ 30.4 ％ 40.8 ％

－6.0

－10.4

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を6.0ポイント下回った。
しかし、Ｒ６と比べると、目標値との差が小さくなった。



10２ 調査結果の概要

Ｒ7の県平均正答率は、全ての領域で目標値を下回った。
しかし、R6と比べると、「数と式」「データの活用」で改善が見られた。

領域 年度 県平均正答率 目標値

A 数と式
Ｒ7 59.4 ％ 62.0 ％

Ｒ6 58.6 ％ 61.4 ％

B 図形
Ｒ7 53.4 ％ 60.0 ％

Ｒ6 56.4 ％ 58.3 ％

C 関数
Ｒ7 47.4 ％ 50.0 ％

Ｒ6 45.6 ％ 47.5 ％

D データの活用
Ｒ7 44.4 ％ 50.0 ％

Ｒ6 44.1 ％ 53.3 ％

目標値との差
（県平均正答率－目標値）《領域別》

中２数学 －2.6

－2.8

－6.6

－1.9

－2.6

－1.9

－5.6

－9.2

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

※全国調査の教科全体の県平均正答率は、文部科学省から整数値で提供されています。

中３数学

《教科全体》

Ｒ７の県平均正答率は、Ｒ６に引き続き、全国平均正答率を下回った。

年度
県

平均正答率
全国

平均正答率

R７ 44 ％ 48.3 ％

R６ 48 ％ 52.5 ％
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

全国平均正答率との差
（県平均正答率－全国平均正答率）

－3.4

－4.2

年度
県

平均正答率
全国

平均正答率

R７ 51.0 ％ 54.4 ％

R６ 58.9 ％ 63.1 ％

中３数学

《観点別》 知識・技能

Ｒ７の県平均正答率は、全国平均正答率を3.4ポイント下回った。
しかし 、Ｒ６と比べると、全国平均正答率との差が小さくなった。
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

全国平均正答率との差
（県平均正答率－全国平均正答率）

－5.0

－6.1

年度
県

平均正答率
全国

平均正答率

R７ 34.1 ％ 39.1 ％

R６ 23.2 ％ 29.3 ％

中３数学

《観点別》 思考・判断・表現

Ｒ７の県平均正答率は、全国平均正答率を5.0ポイント下回った。
しかし 、Ｒ６と比べると、全国平均正答率との差が小さくなった。



14２ 調査結果の概要

《領域別》

中３数学

全国学力・学習状況調査（全国調査）

R７の県平均正答率は、全ての領域で全国平均正答率を下回った。
しかし、Ｒ６と比べると、「図形」「関数」「データの活用」で改善が見られた。

領域 年度 県平均正答率 全国平均正答率

A 数と式
Ｒ7 37.7 ％ 43.5 ％

Ｒ6 45.3 ％ 51.1 ％

B 図形
Ｒ7 41.8 ％ 46.5 ％

Ｒ6 33.8 ％ 40.3 ％

C 関数
Ｒ7 45.8 ％ 48.2 ％

Ｒ6 57.8 ％ 60.7 ％

D データの活用
Ｒ7 56.7 ％ 58.6 ％

Ｒ6 51.4 ％ 55.5 ％

全国平均正答率との差
（県平均正答率－全国平均正答率）

－5.8

－5.8

－4.7

－6.5

－2.4

－2.9

－1.9

－4.1



15２ 調査結果の概要

第２学年では、令和６年度の調査結果と比べると、以下の点において、

改善が見られた。

○観点別の県平均正答率 「思考・判断・表現」

○領域別の県平均正答率 「数と式」「データの活用」

第３学年では、令和６年度の調査結果と比べると、以下の点において、
改善が見られた。

○教科全体の県平均正答率

○観点別の県平均正答率 「知識・技能」「思考・判断・表現」

○領域別の県平均正答率 「図形」「関数」「データの活用」



３ 成果が見られた設問



17３ 成果が見られた設問

◇同類項をまとめることができる。（中２）

◇数量の間の関係を不等式に表すことができる。（中２）

◇相対度数の意味を理解しているかどうかをみる。（中３）



４ 課題が見られた設問



19４ 課題が見られた設問

◆△ＡＢＣで、辺ＢＣの垂直二等分線を作図してできた中点と頂点Ａを通る線
が面積を二等分することを理解している。（中２）

◆素数の意味を理解しているかどうかをみる。（中３）

◆与えられた式の関係が反比例であると判断し、式の特徴をもとに判断の理由
を説明することができる。（中２）

◆目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立
つ理由を説明することができるかどうかをみる。（中３）



５ 指導改善のポイント
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△ＡＢＣで、辺ＢＣの垂直二等分線を作図してできた中点と頂点
Ａを通る線が面積を二等分することを理解できるようにするために
は、次のような指導改善を行うことが大切です。

□基本的な作図の学習では、図形の対称性や図形を決定する要素に
着目して作図の方法を見いだすだけでなく、作図の方法を図形の
性質や関係に基づいて説明する学習活動を設定する。

□作図を利用する学習では、図形の性質を見いだしたり、筋道立て
て説明したりして、作図から分かる図形の性質を表現する学習活
動を設定する。

５ 指導改善のポイント
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授業の場面においては、
生徒の思考を促す発問をすることが大切です。

発問例
１ どのような線をかけばいいのかな？（見通す）
２ どのような線をかくことができたらいいのかな？（予想する）
３ 問題で与えられた線がかけたかな？（吟味する）
４ 根拠を示して説明できるかな？（説明する）

５ 指導改善のポイント
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素数の意味を理解できるようにするためには、次のような指導改
善を行うことが大切です。

□整数の性質について考察する場面において、整数を様々な視点で
分類し、１より大きい自然数のうち、１とその数自身以外には約
数をもたない数の集合が素数であることを確認する。その際、
「なぜ１は素数ではないのか」を生徒なりに考える場面を設定す
る。

□その後の学習において素数を用いる際に、１は素数に含まれない
ことを再確認するような場面を意図的に設定する。

５ 指導改善のポイント
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事柄が成り立つ理由を、根拠を明らかにして説明できるようにす
るためには、次のような指導改善を行うことが大切です。

□計算結果の式をどのような形に変形すればよいのかという見通し
をもち、事柄が成り立つ理由を、構想を立て、文字式や言葉を用
いて説明する学習活動を設定する。

□「○○であるから、△△である。」のような形で、「根拠
（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述する学習
活動を設定する。

５ 指導改善のポイント



６ 同一生徒の経年比較



26６ 同一生徒の経年比較

〈 県調査結果と全国調査結果との比較 〉

各学校において、経年比較における分析も行ってみましょう。



27６ 同一生徒の経年比較

〈 Ｒ７全国調査結果とＲ６県調査結果との比較 〉

参考として、対全国比で比べると、「データの活用」で改善が見られた。

領域
R７全国調査
対全国比※１

R６県調査
対全国比※２ R７－R６

Ａ 数と式 0.87 0.99 －0.12

Ｂ 図形 0.90 0.96 －0.06

Ｃ 関数 0.95 1.00 －0.05

Ｄ データの活用 0.97 0.88 ＋0.09

※１ 全国調査対全国比 … 県平均正答率÷全国平均正答率
※２ 県調査対全国比 … 県平均正答率÷調査に参加している生徒（各教科約10万人）の平均正答率



７ おわりに



29７ おわりに

まずは、以下の点において指導改善を図りましょう。

◆図形の対称性や図形を決定する要素に着目して作図の
方法を見いだすだけでなく、作図の方法を図形の性質
や関係に基づいて説明できるようにする。

◆素数の意味を理解できるようにする。

◆事柄が成り立つ理由を、根拠を明らかにして説明でき
るようにする。
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授業に役立つ実践研究

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に役立つコンテンツ、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るための
コンテンツなど、今すぐ使えるコンテンツが満載です。

佐賀県教育センターWebサイト７ おわりに

https://www.saga-ed.jp/contents/
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「さがんば」（佐賀県学習問題）

これまでの佐賀県小・中学校学習状況調査

問題を基に作成されたＣＢＴ問題です。

学習ｅポータルにサインインして、МＥＸ

ＣＢＴ（メクビット）を使い、オンライン

上で学習することができます。

佐賀県教育センターWebサイト７ おわりに

https://www.saga-ed.jp/contents/gakujyou/saganbamanual/

